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韓
国
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
降
り
立
っ
た

ら
キ
ム
チ
の
匂
い
が
す
る
。
日
本
は
お

味
噌
の
匂
い
か
な
？ 

そ
の
国
は
ガ
ソ
リ

ン
の
匂
い
が
す
る
っ
て
…
本
当
に
し
ま

し
た
よ
。
カ
リ
ブ
海
の
南
の
端
、
二
つ

の
島
か
ら
な
る
小
国
〝
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド

＆
ト
バ
ゴ
〟
。
ド
ラ
ム
缶
楽
器
ス
テ
ィ

ー
ル
パ
ン
発
祥
の
地
。

　

一
九
八
六
年
、N

EW
 Y

O
RK

滞
在

中
に
ス
ト
リ
ー
ト
で
演
奏
し
て
い
る
黒

人
の
パ
ン
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
遭
遇
。
ガ
ツ

ー
ン
と
一
発
「
こ
り
ゃ
ヤ
バ
イ
、
叩
き

た
い
。」
帰
国
後
独
学
で
奏
法
を
模
索
し
、

一
九
九
七
年
二
月
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
＆
ト

バ
ゴ
へ
渡
り
カ
ー
ニ
バ
ル
を
体
感
。
基

本
的
な
奏
法
、
リ
ズ
ム
や
現
地
の
音
楽

の
役
目
、
取
り
組
み
な
ど
様
々
な
角
度

か
ら
異
国
文
化
を
吸
収
す
る
。
そ
れ
ま

で
コ
ン
ガ
、
ボ
ン
ゴ
な
ど
ラ
テ
ン
系
打

楽
器
を
演
奏
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

響
き
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
楽
器
へ
の
憧
れ
は

私
の
音
楽
人
生
に
多
大
な
る
影
響
を
与

え
ま
し
た
。

ド
ラ
ム
缶
と
の
出
会
い
が
僕
の

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
へ
の
旅
で
シ
ョ
ー
！

山
村
　
誠
一

◯
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
っ
て

　

ド
ラ
ム
缶
を
す
り
鉢
状
に
凹
ま
し
て

そ
の
内
側
に
音
盤
ご
と
に
凸
が
並
ん
で

い
ま
す
。
音
盤
が
大
き
い
と
低
い
音
、

小
さ
い
と
高
い
音
が
出
ま
す
。
音
域
に

よ
っ
て
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま
し
て
、

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
担
当
す
る
テ
ナ
ー
パ
ン

は
ド
ラ
ム
缶
一
台
で
二
オ
ク
タ
ー
ブ
、

そ
の
音
域
か
ら
低
く
な
る
に
従
っ
て
音

盤
の
面
積
が
大
き
く
な
り
、
ド
ラ
ム
缶

も
二
台
、
三
台
そ
し
て
ベ
ー
ス
パ
ン
は

六
台
の
ド
ラ
ム
缶
を
一
人
で
操
り
演
奏

し
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
日
本
で
の
演
奏
家
は
少
な

く
店
頭
に
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
楽
器

屋
さ
ん
も
な
い
で
す
し
、
聞
い
た
こ
と

の
な
い
方
は
「
ド
ラ
ム
缶
の
楽
器
っ
て
、

ガ
ン
ガ
ン
、
カ
チ
ャ
カ
チ
ャ
喧
し
そ
う
」

っ
て
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
み
た
い
で
す
ね

〜
。

◯
楽
器
演
奏
の
遍
歴
そ
の
一

　

十
歳
頃
ギ
タ
ー
弾
い
た
り
、
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
を
真
似
し
た
り
が
始
ま
り
か

な
〜
。
学
校
の
授
業
で
タ
テ
笛
と
か
小

太
鼓
と
か
は
楽
し
く
な
か
っ
た
で
す
ね

…
自
由
勝
手
に
演
っ
た
ら
怒
ら
れ
た（
笑
）。

そ
り
ゃ
そ
う
で
す
よ
ね
。

　

そ
の
頃
自
分
の
お
小
遣
い
で
買
っ
た

初
め
て
の
洋
楽
の
レ
コ
ー
ド
はT

he
Beatles

の
『Let it be

』
で
し
た
。

ラ
ジ
オ
で
英
語
の
音
楽
は
聴
い
て
い
た

も
の
の
、
何
度
も
同
じ
曲
を
聴
け
る
喜

び
、
そ
う
な
る
と
歌
詞
も
覚
え
て
器
楽

演
奏
も
覚
え
て
ベ
ー
ス
の
音
や
ド
ラ
ム

の
お
か
ず
も
聞
き
覚
え
で
、
ど
の
曲
も

モ
ノ
マ
ネ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
な

ん
な
ら
そ
れ
が
趣
味
だ
っ
た
な
〜
っ
て

今
に
な
っ
て
思
い
ま
す
。
っ
て
こ
と
は

ド
ラ
ム
も
ベ
ー
ス
も
弾
い
て
遊
ん
で
お

り
ま
し
た
誠
一
少
年
は
音
楽
が
大
好
き

だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
十
七
歳
の
時
、
先
輩
に

騙
さ
れ
て
サ
ッ
ク
ス
を
手
に
す
る
。
吹

奏
楽
で
は
な
くJA

ZZ
の
方
向
で
す
よ

…
聴
い
た
こ
と
な
い
の
よ
、
譜
面
も
読

め
な
い
で
す
よ
。
ロ
ッ
ク
な
編
成
っ
て

同
じ
楽
器
が
少
な
か
っ
た
で
す
が
、
初

め
て
パ
ー
ト
や
ら
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
や
ら

の
音
楽
用
語
を
知
っ
た
。
譜
面
も
読
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。
四
ビ
ー
ト
以
外
に

も
色
ん
な
リ
ズ
ム
を
吸
収
し
、
好
き
な

SA
X

奏
者
が
ソ
ニ
ー
・
ロ
リ
ン
ズ
さ
ん

に
た
ど
り
着
き
、
名
曲
『St.T

hom
as

』

を
吹
け
る
よ
う
に
ね
、
な
っ
て
い
く
の

で
す
。
で
、
コ
ン
ボ
（
小
編
成
）
で
の

演
奏
っ
て
ア
ド
リ
ブ
パ
ー
ト
を
終
え
る

と
他
の
楽
器
の
即
興
時
は
お
休
み
で
し

て
、
手
持
ち
無
沙
汰
や
な
〜
ど
う
し
よ

っ
か
な
？
踊
っ
ち
ゃ
う
？
い
や
い
や

ち
ゃ
う
ち
ゃ
う
。
で
無
意
識
に
カ
ウ
ベ

ル
を
叩
い
た
＝
楽
し
か
っ
た
。
ん
っ
？ 

な
ん
や
楽
し
い
や
ん
。
き
た
き
た
。

押尾コータローさんと筆者
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や
ま
む
ら
　
せ
い
い
ち

一
九
六
〇
年　

大
阪
生
ま
れ
。

一
九
八
〇
年
代
パ
ー
カ
シ
ョ
ニ
ス
ト
し

て
活
動
開
始
。

一
九
九
〇
年
代
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
奏
者

と
し
て
、
作
曲
家
と
し
て
現
在
に
い
た
る
。

リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ド
、
ソ
ロ
含
む
過
去
十
三

枚
の
Ｃ
Ｄ
を
リ
リ
ー
ス
。
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
押
尾
コ
ー
タ
ロ
ー

と
の
Ｄ
Ｕ
Ｏ
ア
ル
バ
ム
か
ら
は
、
大
阪

毎
日
放
送
ラ
ジ
オ
「
こ
ん
ち
わ
コ
ン
ち
ゃ

ん
」
テ
ー
マ
曲
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｔ
Ｖ
の
背
景

曲
な
ど
で
使
用
さ
れ
、
有
線
放
送
の
パ
ン

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
は
約
四
百
曲
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
さ
れ
て
い
る
。
有
山
じ
ゅ
ん
じ
、
中

村
善
郎
、
二
階
堂
和
美
、
他
Ｃ
Ｄ
制
作
や

公
演
に
も
参
加
。
二
〇
一
五
年
第
一
回
ス

テ
ィ
ー
ル
パ
ン
世
界
大
会
に
日
本
代
表

メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
九
位
入
賞
。
劇

団
四
季
「LIO

N
 K

IN
G

」
大
阪
公
演
に

楽
師
と
し
て
出
演
。

コ
ン
サ
ー
ト
活
動
の
傍
ら
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知

放
送
の
番
組
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
等
、
演

奏
の
み
な
ら
ず
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://saezuri.net/
Facebook　

https://w
w

w
.facebook.

com
/saezuripan/

T
w

itter
https://tw

itter.com
/saezuripan

◯
楽
器
演
奏
の
遍
歴
そ
の
二

　

初
め
て
買
っ
た
打
楽
器
は
ア
ゴ
ゴ
カ

ウ
ベ
ル（
音
程
が
二
つ
あ
る
カ
ウ
ベ
ル
）

で
し
て
、
リ
ズ
ム
が
明
る
く
な
る
喜
び
。

　

と
あ
る
ス
タ
ジ
オ
で
練
習
の
時
、
隅

っ
こ
に
コ
ン
ガ
が
あ
っ
て
何
気
に
ポ
ン

ポ
ン
っ
て
叩
い
た
ら
、
ス
タ
ジ
オ
の
ス

タ
ッ
フ
が
「
興
味
あ
り
ま
す
か
？
」
で

人
生
の
岐
路
へ
。
ま
ん
ま
と
布
教
活
動

に
捕
ま
っ
て
し
ま
い
。
サ
ル
サ
っ
て
音

楽
の
ビ
デ
オ
を
観
せ
ら
れ
「
僕
ら
の
練

習
お
い
で
」
に
参
加
し
、
ギ
ロ
を
こ
す

っ
た
り
、
マ
ラ
カ
ス
を
振
っ
た
り
で

SA
X

の
鍛
錬
に
は
な
い
単
純
な
繰
り
返

し
に
心
躍
る
快
感
が
や
っ
て
き
た
の
で

す
。
き
た
き
た
＝
打
楽
器
好
き
好
き
だ
。

SA
X

を
手
放
し
コ
ン
ガ
を
購
入
。
や
ば

い
ハ
マ
っ
た
。
二
十
二
歳
お
も
い
切
っ

た
方
向
へ
シ
フ
ト
チ
ェ
ン
ジ
し
て
ね
〜

こ
れ
で
い
い
の
か
？
っ
て
考
え
な
い
よ

う
に
心
が
け
、
コ
ン
ガ
の
奏
法
に
明
け

暮
れ
、
手
の
ひ
ら
か
ら
出
血
し
た
り
夢

中
で
し
た
。
打
楽
器
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

で
躍
動
す
る
リ
ズ
ム
、
体
育
会
系
向
い

て
る
か
も
と
言
い
き
か
せ
叩
く
叩
く
。

世
間
は
バ
ブ
ル
真
っ
只
中
で
し
て
音
楽

で
お
金
が
も
ら
え
る
の
っ
て
い
い
や
ん
。

ち
ょ
っ
と
本
物
も
観
た
い
や
ん
。
よ
し

N
EW

 Y
O

RK

へ
行
こ
う
。
そ
こ
で
運

命
の
出
会
い
が
あ
ろ
う
と
は
…
。

◯
高
知
へ
つ
な
が
る
喜
び

　

一
九
九
六
年
、
高
知
の
山
間
の
村
・

旧
吾
北
村
で
十
歳
の
子
供
た
ち
を
祝
う

イ
ベ
ン
ト
『
て
ん
さ
い
集
ま
れ
！
10
年

式
』
に
演
奏
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
前
の
年
に
映
画
『
絵
の
中
の
ぼ
く

の
村
』
を
観
て
い
ま
し
て
、
そ
こ
の
ロ

ケ
地
に
あ
る
日
本
一
の
や
ぶ
椿
〝
シ
ャ

ク
ジ
ョ
ウ
カ
タ
シ
〟
を
見
学
し
て
い
る

傍
で
、
脱
穀
作
業
を
し
て
い
る
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が「
お
ま
ん
ら
な
に
し
ゆ
う
？
」

誠
「
音
楽
を
子
供
達
に
届
け
に
来
ま
し

た
」
お
「
ほ
〜
っ
、
わ
し
ら
生
ま
れ
て

こ
の
か
た
生
の
音
楽
聴
い
た
こ
と
な
い
」

誠
「
今
ち
ょ
っ
と
演
奏
し
ま
し
ょ
う

か
？
」
お
「
か
ま
ん
、今
忙
し
い
ぃ
き
」

〝
生
の
演
奏
聴
い
た
こ
と
な
い
〟
そ
っ

か
…
そ
ん
な
人
達
い
っ
ぱ
い
い
る
ん
だ

ろ
う
な
。

　

そ
し
て
、
こ
の
地
区
で
音
楽
会
で
き

山
村
誠
一　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

祝
☆
還
暦

日
時　

11
月
26
日
（
木
）
18
時
半
開
場

　
　
　

19
時
開
演

会
場　

高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー

　
　
　

と
小
ホ
ー
ル

な
い
か
な
？ 

ご
年
配
の
方
達
に
聴
い
て

頂
き
た
く
提
案
し
、
一
九
九
七
年
『
吾

北
・
カ
タ
シ
の
花
祭
り
』
が
始
ま
っ
た
。

一
回
目
の
演
奏
に
は
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
ギ
タ
リ
ス
ト
押
尾
コ
ー
タ
ロ
ー
君
と

共
に
出
演
。

　

二
〇
〇
一
年
、
そ
の
会
場
に
な
っ
た

上
東
小
学
校
休
校
の
活
用
策
と
し
て
二

〇
〇
五
年
に
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
の
教
室

「
パ
ン
の
学
校
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
十
五
周
年
を
迎
え
た
パ
ン
の
学
校

の
皆
さ
ん
と
押
尾
コ
ー
タ
ロ
ー
君
、
そ

し
て
僕
が
音
楽
活
動
を
す
る
上
で
多
大

な
る
影
響
受
け
て
お
り
ま
す
ラ
グ
タ
イ

ム
・
ブ
ル
ー
ス
の
巨
匠
有
山
じ
ゅ
ん
じ

さ
ん
を
お
迎
え
し
て
演
奏
会
を
い
た
し

ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
楽
器
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
ン
の

音
を
ま
だ
ご
存
知
の
な
い
方
、
も
ち
ろ

ん
よ
く
知
っ
て
い
る
方
達
も
『
山
村
誠

一
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
』
乞
う
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

11/26 かるぽーと　高知出演チーム
「高知カリビアン・ハーツ」
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二
〇
〇
二
年
か
ら
、
の
い
ち
動
物
公

園
と
わ
ん
ぱ
ー
く
こ
う
ち
ア
ニ
マ
ル
ラ

ン
ド
の
職
員
が
調
査
を
開
始
し
、
二
〇

一
五
年
か
ら
は
新
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
っ

た
。
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
内
水
面
漁

協
と
市
町
村
教
育
委
員
会
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
報
道
記
録
で
、

約
十
例
が
自
然
分
布
を
示
唆
す
る
と
判

断
さ
れ
た
よ
う
だ
。
野
外
調
査
で
は
、

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
利
用
に
よ
り
、
同

一
個
体
が
同
一
場
所
で
複
数
回
確
認
さ

れ
る
な
ど
の
成
果
が
得
ら
れ
た
。
た
だ

し
、
こ
の
よ
う
な
例
は
定
住
で
は
あ
る

が
、
自
然
分
布
の
証
明
に
は
な
ら
な
い
。

　

二
〇
〇
四
年
七
月
に
、
前
年
に
成
体

が
確
認
さ
れ
て
い
た
越
知
町
の
坂さ
こ

折お
り

川が
わ

で
幼
生
が
一
個
体
発
見
さ
れ
た
。
坂
折

川
は
仁
淀
川
の
一
次
支
流
で
あ
る
。
二

〇
一
五
年
か
ら
二
〇
一
七
年
に
か
け
て
、

四
度
に
わ
た
り
離
散
幼
生
が
確
認
さ
れ
、

卵
塊
の
発
見
と
併
せ
て
、
四
国
初
の
自

然
繁
殖
例
と
し
て
報
道
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
た
だ
、
私
に
は
ど
う
考
え
て
も
在

来
種
と
は
思
え
な
か
っ
た
。
自
然
分
布

と
自
然
繁
殖
は
異
な
る
。
数
あ
る
仁
淀

川
の
支
流
で
、
な
ぜ
坂
折
川
な
の
か
、

と
い
う
疑
問
は
す
ぐ
頭
に
浮
か
ぶ
。　

　

二
〇
一
九
年
に
入
り
、
県
環
境
共
生

課
が
移
入
種
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が

県
内
在
来
種
で
あ
れ
ば
絶
滅
危
惧
種
で

あ
る
が
、
移
入
種
で
あ
れ
ば
絶
滅
危
惧

種
を
含
む
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
対
象
外
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
改

訂
を
待
つ
必
要
は
な
い
と
考
え
た
。
む

し
ろ
移
入
種
リ
ス
ト
の
新
規
作
成
時
が

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

　

私
の
頭
の
中
で
は
、
伝
承
が
な
い
こ

と
、
確
認
例
は
単
独
個
体
が
ほ
と
ん
ど

で
、
自
然
分
布
の
確
認
で
な
い
こ
と
、

県
内
に
は
化
石
の
記
録
が
な
く
、
在
来

の
純
淡
水
魚
の
種
組
成
が
四
国
で
化
石

が
発
見
さ
れ
た
地
方
と
異
な
る
こ
と
、

唯
一
の
自
然
繁
殖
例
が
坂
折
川
の
み
で

あ
る
の
は
極
め
て
不
自
然
で
あ
る
と
い

う
筋
書
き
は
成
り
立
っ
て
い
た
が
、
移

入
で
あ
る
と
い
う
決
定
的
な
記
録
・
文

献
が
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

十
月
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
学
生
時
代

に
地
方
紙
で
報
道
さ
れ
た
の
で
は
な
か

っ
た
か
と
の
記
憶
が
突
然
、
頭
に
浮
か

ん
だ
。
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
私
は
一
九

六
五
年
に
高
知
大
学
文
理
学
部
に
入
学

し
た
。
一
貧
乏
学
生
が
新
聞
を
購
読
す

る
時
代
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
六
十
年

代
、
旧
窪
川
町
、
四
万
十
川
、
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
で
報
道
記
録
が
あ
る
か

な
い
か
を
高
知
新
聞
社
の
知
人
に
問
い

合
わ
せ
て
み
た
。
ず
い
ぶ
ん
大
胆
な
キ

ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
が
、
す
ぐ
に
応
答
が

あ
っ
た
。
四
件
ヒ
ッ
ト
し
た
と
の
こ
と
。

翌
日
、
本
社
の
一
階
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
お
願
い
し
、
記
事
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
後
に
記
事
が
も

う
一
つ
見
つ
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
は
既
往
の
文
献
に
な
い
貴
重
な
内

容
を
含
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
、
以
下
に

見
出
し
と
概
要
を
紹
介
す
る
。

町
田
　
吉
彦

一
九
六
七
年
五
月
八
日
付
け

特
別
天
然
記
念
物
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

東
又
川
で
み
つ
か
る　

四
国
に
は
い
な
い
と
さ
れ
て
い
た
生
き
物

発
見
・
捕
獲
は
五
月
六
日
。
発
見
場
所

は
旧
窪
川
町
の
東
又
川
。
水
深
三
十
セ

ン
チ
。
発
見
者
は
二
十
九
歳
の
農
業
の

男
性
。
体
長
約
八
十
セ
ン
チ
。
鑑
定
は

蒲
原
稔と
し

治じ

高
知
大
学
名
誉
教
授
。
蒲
原

博
士
は
数
年
前
に
、
県
下
で
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
中
国
地
方
か
ら
の
持
ち
込
み
で

あ
っ
た
と
語
っ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て

県
文
化
財
課
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、
記

録
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
六
八
年
五
月
二
十
七
日
付
け

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
捕
え
る

発
見
日
は
二
十
四
日
。
発
見
場
所
は
旧

窪
川
町
井
細
川
上
流
（
原
文
は
井
西
川

で
あ
る
が
、
誤
植
）
。
同
町
川
口
の
武

市
氏
（
三
十
歳
）
と
同
本
町
の
南
部
氏

（
十
八
歳
）
が
ニ
ジ
マ
ス
釣
り
で
発
見
、

捕
獲
。
体
長
六
十
三
セ
ン
チ
。

一
九
六
八
年
七
月
二
十
一
日
付
け　
　

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ　
　
　
　
　

窪
川
で
相
次
ぎ
つ
か
ま
る

学
会
の
定
説
く
つ
が
え
る
か　

県
教
委

も
調
査
へ

発
見
は
五
月
十
七
日
。
発
見
場
所
は
旧

窪
川
町
桧ひ

生さ

原は
ら

の
井
細
川
上
流
。
発
見

者
は
高
校
一
年
生
。
ア
ユ
釣
り
中
に
発

高
知
県
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
（
下
）
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ま
ち
だ
　
よ
し
ひ
こ

一
九
四
七
年　

秋
田
県
生
ま
れ
。
高

知
大
学
名
誉
教
授　

理
学
博
士
。

高
知
県
希
少
野
生
動
植
物
保
護
専
門

委
員
、
高
知
県
文
化
財
専
門
委
員
、

環
境
省
希
少
野
生
動
植
物
保
護
専
門

委
員
な
ど
。

専
門
は
水
生
動
物
学
、
地
域
の
自
然

史
科
学
。

見
、
捕
獲
。
体
長
五
十
三
セ
ン
チ
。

発
見
日
五
月
十
八
日
。
発
見
場
所
は
旧

窪
川
町
東
又
川
。
発
見
者
は
県
立
帰
全

農
場
二
年
生
の
二
名
。
コ
イ
を
突
い
て

い
る
時
に
捕
獲
。
体
長
八
十
三
セ
ン
チ
、

体
重
五
・
三
キ
ロ
。　
　

一
九
六
八
年
八
月
十
五
日
付
け

窪
川
町
で
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
調
査

自
然
繁
殖
で
は
な
い

中
国
地
方
か
ら
持
ち
帰
っ
た
も
の

県
教
委
保
護
呼
び
か
け

現
地
調
査
の
結
果
、
東
又
川
の
二
個
体

は
、
東
又
土
居
の
農
業
山
中
某
氏
が
一

昨
年
の
夏
、
体
長
約
五
十
セ
ン
チ
の
個

体
を
広
島
県
か
ら
持
ち
帰
っ
た
。
大
雨

で
逃
げ
た
個
体
が
捕
獲
さ
れ
、
一
個
体

は
桂
浜
水
族
館
へ
、
も
う
一
個
体
は
帰

全
農
場
へ
。
井
細
川
の
ケ
ー
ス
は
、
旧

窪
川
町
出
身
で
岡
山
県
在
住
の
女
性
が

繁
殖
を
思
い
立
ち
、
持
ち
帰
っ
た
。
四

個
体
、
体
長
約
五
十
セ
ン
チ
。
二
個
体

は
小
学
校
で
飼
育
し
て
い
た
が
、
一
個

体
は
逃
げ
出
し
、
残
り
を
放
流
。

一
九
六
八
年
九
月
十
三
日
付
け

オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
始
末
記（
筆
者
・

山
脇
茂
美
氏
）

東
又
川
の
二
個
体
は
山
中
氏
が
広
島
県

湯
来
町
（
現
広
島
市
）
で
捕
獲
し
、
東

又
川
の
上
流
で
飼
育
し
て
い
た
が
逸
失
。

後
に
再
捕
獲
。
井
細
川
の
個
体
は
岡
山

県
蒜
山
原
の
産
で
、
そ
の
後
、
四
個
体

す
べ
て
が
確
認
さ
れ
、
雌
雄
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
井
細
川
で
の
自
然
繁

殖
の
可
能
性
が
出
て
き
た
。

　

以
上
が
高
知
県
に
お
け
る
オ
オ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
最
初
の
記
録
で
あ
る
。

当
事
者
が
名
乗
り
出
て
、
体
長
と
放
流

数
を
記
憶
し
て
い
た
こ
と
が
何
よ
り
重

要
で
、
記
録
と
し
て
申
し
分
な
い
。
こ

れ
ら
の
記
事
か
ら
、
高
知
県
の
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
は
外
来
種
で
あ
る
と
確

信
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
話
を
坂
折
川
の
自
然
繁
殖
集

団
に
戻
そ
う
。
旧
窪
川
町
の
「
事
件
」

が
繰
り
返
し
報
道
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
当
時
、
越
知
町
か
ら
は
何
の
情
報

提
供
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
調
査
で
自

然
繁
殖
を
確
認
し
た
人
た
ち
は
、
地
元

の
集
落
で
「
昭
和
一
桁
の
頃
か
ら
生
息

し
て
い
た
」
と
の
証
言
を
得
た
が
、
こ

の
証
言
は
在
来
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う

か
？

　

実
は
、
仁
淀
川
の
生
物
に
関
し
て
は

愛
媛
大
学
の
伊
藤
猛
男
愛
媛
大
学
教
授

（
当
時
）
が
魚
類
を
中
心
に
徹
底
的
に

調
査
し
、
一
九
八
五
年
に
成
果
を
公
表

し
た
。
魚
類
以
外
で
は
、
源
流
域
の
小

型
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
類
に
言
及
し
た
も

の
の
、
坂
折
川
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
そ
の
理
由

と
し
て
、
資
料
収
集
時
期
が
桐
見
ダ
ム

建
設
と
重
複
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
ダ
ム
の
着
工
は
一
九
六
九
年
、

竣
工
が
一
九
八
八
年
で
、
工
事
期
間
は

同
規
模
の
ダ
ム
の
約
二
倍
で
あ
る
。
魚

類
の
調
査
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
の
は

確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
の
報
告
に

は
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
記
述
が
あ
る
。

　

嶺
南
区
の
純
淡
水
魚
類
相
が
貧
弱
な

こ
と
は
既
に
紹
介
し
た
（
文
化
高
知
№

216
）
。
実
は
、一
九
二
五

−

二
六
年（
大

正
十
四

−

十
五
年
）
に
嶺
北
区
の
吉
野

川
か
ら
仁
淀
川
に
オ
イ
カ
ワ
が
移
植
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
吉
野
川
か
ら

は
、
同
様
に
嶺
南
区
に
は
い
な
か
っ
た

カ
マ
ツ
カ
、
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
、
ギ
ギ
も
持

ち
込
ま
れ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
仁

淀
川
も
恐
ら
く
例
外
で
は
な
い
が
、
琵

琶
湖
産
の
稚
ア
ユ
の
放
流
が
各
地
で
始

ま
っ
た
の
は
大
正
の
半
ば
ご
ろ
で
、
水

生
動
物
の
長
距
離
輸
送
手
段
が
昭
和
一

桁
の
時
代
に
は
確
立
し
て
お
り
、
移
入

は
珍
し
い
出
来
事
で
は
な
か
っ
た
と
言

え
る
。

　

誰
が
坂
折
川
に
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
を
放
流
し
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、

淡
水
魚
の
運
搬
よ
り
は
る
か
に
楽
で
あ

る
。
吉
野
川
に
は
も
と
も
と
い
な
い
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
四
国
外
か
ら

の
持
ち
込
み
で
あ
ろ
う
。
繰
り
返
し
に

な
る
が
、
な
ぜ
嶺
南
区
の
仁
淀
川
の
、

し
か
も
な
ぜ
一
支
流
だ
け
に
繁
殖
個
体

群
が
存
在
す
る
か
の
合
理
的
な
解
釈
は
、

移
入
以
外
に
あ
り
得
な
い
。
複
数
の
個

体
が
放
流
さ
れ
、
生
息
に
適
し
た
地
形

が
あ
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
考
え
を
ま
と
め
、
県
内

の
関
係
者
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
関
連
学

会
で
坂
折
川
の
個
体
の
遺
伝
子
が
京
都

市
産
の
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
そ
れ

と
極
め
て
近
い
と
い
う
発
表
が
な
さ
れ

た
と
聞
い
た
。
い
ず
れ
学
術
論
文
と
し

て
公
表
さ
れ
る
だ
ろ
う
。　

　

さ
て
地
域
の
生
物
多
様
性
保
全
か
ら

見
て
彼
ら
を
ど
う
す
る
か
？ 

大
問
題
で

あ
る
。（
原
稿
受
理
日　

令
和
二
年
一

月
十
二
日
）

№
215
〜

216
（
上
）（
中
）
の
タ
イ
ト
ル
の

記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
で
す
。
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一
番
初
め
に
ワ
イ
ン
に
触
れ
た
の
は
、

現
在
の
会
社
で
働
き
だ
し
て
か
ら
だ
。

入
社
し
た
際
に
配
属
に
な
っ
た
の
が
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
り
、

ワ
イ
ン
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
た
。
専

門
学
校
時
代
に
ホ
テ
ル
コ
ー
ス
を
専
攻

し
て
お
り
、
働
く
前
か
ら
フ
ラ
ン
ス
料

理
の
調
理
法
や
カ
ク
テ
ル
、
ワ
イ
ン
に

つ
い
て
少
し
勉
強
を
し
て
い
た
が
、
働

き
だ
し
て
実
際
に
触
れ
る
機
会
が
増
え

る
と
興
味
も
沸
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

ま
た
入
社
当
初
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
店
長

が
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
持
っ
て
お
り
、

憧
れ
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
配
属
部
署

の
異
動
も
あ
り
、
ワ
イ
ン
に
触
れ
る
機

会
が
減
っ
た
。

　

他
の
部
署
の
業
務
を
経
験
す
る
中
で
、

や
は
り
フ
ラ
ン
ス
料
理
や
ワ
イ
ン
に
対

す
る
興
味
が
強
く
な
り
、
ま
た
ワ
イ
ン

は
料
理
と
合
わ
せ
る
事
に
よ
り
そ
の
魅

ソ
ム
リ
エ
ー
ル

井
上
　
智
賀

力
が
広
が
る
と
い
う
事
も
知
り
、
ワ
イ

ン
の
勉
強
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
取
得
す
る
ま
で

に
勉
強
を
し
た
時
間
は
、
ト
ー
タ
ル
で

三
年
く
ら
い
だ
。
た
ま
た
ま
図
書
館
で

見
つ
け
た
ソ
ム
リ
エ
試
験
用
の
問
題
集

で
勉
強
を
始
め
た
の
が
最
初
で
あ
る
。

そ
の
本
で
勉
強
を
し
た
の
は
一
年
く
ら

い
だ
と
思
う
。
基
本
的
な
事
を
ノ
ー
ト

に
書
き
写
し
勉
強
を
し
て
い
っ
た
。
し

か
し
実
は
そ
の
本
は
少
し
古
い
年
度
の

問
題
集
で
あ
り
、
あ
る
程
度
基
本
的
な

事
を
勉
強
し
た
後
は
本
屋
で
新
し
い
年

度
の
問
題
集
を
購
入
し
た
。
そ
し
て
つ

い
に
ソ
ム
リ
エ
試
験
へ
申
し
込
み
を
し
、

申
し
込
む
と
届
く
ソ
ム
リ
エ
教
本
と
問

題
集
の
二
冊
で
勉
強
を
始
め
た
。
試
験

に
申
し
込
み
を
し
て
か
ら
試
験
日
ま
で

は
半
年
く
ら
い
だ
っ
た
と
思
う
。

　

現
在
、
ソ
ム
リ
エ
試
験
は
一
次
、
二

次
、
三
次
試
験
ま
で
設
け
ら
れ
て
お
り
、

こ
こ
数
年
で
難
易
度
が
上
が
っ
て
い
る
。

私
が
受
験
し
た
当
時
は
一
次
、
二
次
試

験
ま
で
で
あ
り
、
一
次
が
筆
記
試
験
、

二
次
が
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
と
サ
ー
ビ
ス

実
技
の
試
験
で
あ
っ
た
。
筆
記
試
験
は
、

だ
い
た
い
が
四
択
の
マ
ー
ク
式
問
題
で

あ
り
、
本
屋
で
購
入
し
た
問
題
集
も
四

択
で
問
題
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
だ

っ
た
の
で
、
問
題
を
見
て
分
か
ら
な
い

も
の
は
教
本
か
ら
答
え
を
見
つ
け
る
と

い
う
方
法
で
勉
強
を
し
て
い
っ
た
。
ま

た
カ
タ
カ
ナ
が
多
く
、
暗
記
だ
け
で
は

な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
っ

た
の
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
は
ノ
ー
ト

に
何
回
も
書
き
、
手
で
覚
え
て
い
く
方

法
も
取
り
入
れ
た
。
そ
し
て
一
次
試
験

を
受
け
た
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の

年
は
合
格
を
す
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
。

自
分
で
は
あ
る
程
度
勉
強
し
た
つ
も
り

だ
っ
た
が
、
や
は
り
努
力
が
足
り
な
か

っ
た
。
悔
し
い
気
持
ち
も
あ
っ
た
が
、

初
め
て
受
け
た
試
験
だ
っ
た
の
で
試
験

の
雰
囲
気
を
つ
か
む
事
は
で
き
、
割
と

前
向
き
に
受
け
と
め
る
事
が
で
き
た
。

ソ
ム
リ
エ
試
験
は
年
に
一
度
な
の
で
、

翌
年
に
挑
戦
す
る
事
を
心
に
決
め
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
翌
年
二
度
目
の
試
験

日
、
合
格
で
き
な
か
っ
た
日
か
ら
一
年

間
勉
強
を
し
て
き
た
成
果
が
実
り
、
無

事
に
一
次
試
験
を
合
格
す
る
事
が
で
き

た
。
一
次
試
験
合
格
後
、
二
次
試
験
ま

で
は
二
か
月
〜
三
か
月
ほ
ど
だ
っ
た
と

思
う
が
、
早
速
二
次
試
験
の
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
っ
た
。
二
次
試
験
対
策
と

し
て
は
、
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
勉
強
に

力
を
入
れ
た
。

　

皆
様
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
ワ
イ
ン

は
ぶ
ど
う
か
ら
造
ら
れ
る
お
酒
だ
が
、

ぶ
ど
う
の
品
種
や
造
ら
れ
る
土
地
、
気

候
な
ど
に
よ
っ
て
味
わ
い
が
変
わ
る
。

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
勉
強
を
始
め
た
頃
、

私
は
ワ
イ
ン
の
味
の
違
い
に
関
し
て
は

ほ
ぼ
素
人
だ
っ
た
。
こ
の
際
に
私
に
指

導
し
て
く
れ
た
の
が
、
入
社
当
初
に
配

属
に
な
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
の
店
長
で
、

ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
上
司

だ
。
二
次
試
験
ま
で
に
五
回
ほ
ど
は
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
指
導
を
し
て
く
れ
、
今

で
も
感
謝
し
て
も
し
き
れ
な
い
存
在
で

あ
る
。
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ワ
イ
ン
は
上
司
が
代
表
的
な
品
種
の

も
の
を
選
び
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
で
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
手
順
は
、
ま
ず
は

外
観
の
色
合
い
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
、
次

に
香
り
を
分
析
し
品
種
を
絞
っ
て
い
く
。

こ
の
段
階
で
あ
る
程
度
の
品
種
に
絞
り
、

最
後
に
口
に
含
み
最
終
判
断
を
す
る
。

し
か
し
、
こ
れ
も
始
め
の
う
ち
は
的
外

れ
な
分
析
ば
か
り
し
て
お
り
、
回
数
を

重
ね
る
う
ち
に
少
し
ず
つ
慣
れ
て
い
っ

た
。

　

テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
勉
強
を
始
め
た

際
、
教
え
て
も
ら
っ
た
事
で
今
で
も
覚

え
て
い
る
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
そ
の

ワ
イ
ン
が
ど
う
い
っ
た
料
理
に
合
う
か

を
考
え
る
」
と
い
う
事
だ
。
試
験
で
は

外
観
、
香
り
、
味
わ
い
を
確
認
し
そ
の

ワ
イ
ン
の
品
種
が
何
か
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
の
分
析
だ
っ
た
が
、
「
ど
ん
な
料

理
に
合
う
か
と
い
う
の
を
考
え
る
」
と

い
う
事
は
今
で
も
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を

す
る
う
え
で
心
に
留
め
て
い
る
事
で
あ

る
。

　

ま
た
別
の
上
司
よ
り
、
同
世
代
の
ソ

ム
リ
エ
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
そ
の
方

が
毎
月
一
回
ワ
イ
ン
の
勉
強
会
を
開
い

て
い
る
と
い
う
事
で
、
そ
ち
ら
の
勉
強

会
に
も
参
加
し
た
。
こ
の
勉
強
会
で
も

ブ
ラ
イ
ン
ド
で
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
し

て
い
き
、
そ
の
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
の
コ

メ
ン
ト
を
一
人
ず
つ
発
表
し
て
い
く
と

い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
参
加
人
数

は
五
〜
六
名
程
度
で
、
他
の
人
の
コ
メ

ン
ト
を
聞
く
と
い
う
の
も
、
自
分
で
は

感
じ
取
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
ワ
イ

ン
の
特
徴
を
発
見
す
る
事
が
で
き
、
良

い
勉
強
に
な
っ
た
。
二
次
試
験
を
受
け

る
ま
で
に
、
こ
の
勉
強
会
へ
参
加
で
き

た
の
は
一
回
の
み
だ
っ
た
が
、
現
在
で

も
こ
の
勉
強
会
に
は
参
加
し
て
お
り
、

ワ
イ
ン
の
勉
強
を
始
め
て
新
し
い
人
脈

が
で
き
た
事
も
大
き
な
財
産
と
な
っ
て

い
る
。

　

そ
し
て
二
次
試
験
を
迎
え
、
周
り
で

支
え
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
お
か
げ
も

あ
り
、
無
事
に
一
発
合
格
を
す
る
事
が

で
き
た
。
し
か
し
、
ど
ん
な
資
格
も
そ

う
か
も
し
れ
な
い
が
合
格
す
れ
ば
終
わ

り
で
は
な
く
、
資
格
を
取
得
し
て
か
ら

が
本
当
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
よ
う
に
思

う
。
お
客
様
の
好
み
に
合
う
ワ
イ
ン
を

お
勧
め
す
る
の
も
初
め
は
難
し
く
、
現

在
で
も
勉
強
中
で
あ
る
。
し
か
し
資
格

を
取
得
し
た
こ
と
に
よ
り
た
く
さ
ん
の

お
客
様
に
顔
を
覚
え
て
い
た
だ
く
事
も

で
き
た
。
お
客
様
の
好
み
の
ワ
イ
ン
を

選
ぶ
事
が
出
来
た
時
は
本
当
に
嬉
し
く
、

や
り
が
い
を
感
じ
る
。
ま
だ
ま
だ
勉
強

中
で
は
あ
る
が
、
今
後
も
努
力
を
続
け

て
い
き
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
寒
い
季
節
に
な

っ
て
く
る
と
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ワ
イ
ン

よ
り
熟
成
し
た
コ
ク
の
あ
る
ワ
イ
ン
が

飲
み
た
く
な
り
ま
す
。
秋
は
食
材
も
豊

富
で
あ
り
、
例
え
ば
松
茸
は
焼
い
た
り

天
ぷ
ら
に
す
る
な
ら
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ

が
お
す
す
め
。
き
の
こ
を
バ
タ
ー
で
炒

め
る
な
ら
コ
ク
の
あ
る
白
ワ
イ
ン
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
シ
ャ
ル
ド
ネ
な
ど
が

よ
い
と
思
い
ま
す
。
牛
肉
の
赤
ワ
イ
ン

煮
込
な
ら
コ
ー
ト
・
デ
ュ
・
ロ
ー
ヌ
の

シ
ラ
ー
な
ど
。
高
知
の
代
表
食
材
と
言

え
ば
や
は
り
鰹
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ

ち
ら
は
し
っ
か
り
め
の
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
も

お
す
す
め
で
す
。
以
前
ホ
テ
ル
で
ワ
イ

ン
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
際
の
メ
ニ
ュ

ー
に
、
鰹
を
洋
風
に
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
仕

立
て
に
し
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
ち
ら
は
長
野
県
の
塩
尻
メ
ル
ロ
ー
ロ

ゼ
が
と
て
も
ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
。
味
付

け
に
も
よ
り
ま
す
が
、
シ
ン
プ
ル
な
味

付
け
の
も
の
に
は
軽
め
の
ワ
イ
ン
、
し

っ
か
り
味
付
け
を
し
た
も
の
に
は
重
め

の
ワ
イ
ン
を
合
わ
せ
る
と
よ
い
で
す
。

　

食
欲
の
秋
を
ワ
イ
ン
と
共
に
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

い
の
う
え
　
ち
か

一
九
八
七
年
生
ま
れ
。

高
知
西
高
等
学
校
卒
業
。

広
島
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校 

ホ
テ
ル

コ
ー
ス
卒
業
。

現
在
は
、
ザ 

ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
新

阪
急
高
知 

カ
フ
ェ
「
プ
ラ
シ
ャ
ン

テ
ィ
」
勤
務
。
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私
は
、
干
支
で
言
う
と
子
年
、
夏
に

は
七
十
二
歳
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
今
春
二
月
を
最
後
に
教
壇
に
立
つ

仕
事
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
仕
事
以

外
で
は
保
育
園
や
小
学
校
で
の
絵
本
の

読
み
語
り
を
十
年
余
り
続
け
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
子
ど
も
た
ち
と
の

ふ
れ
あ
い
を
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

教
職
員
時
代
は
幼
年
期
教
育
と
美
術

教
育
を
研
究
や
実
践
の
主
軸
に
し
て
き

ま
し
た
。
採
用
二
年
目
に
小
学
一
年
生

を
担
任
し
た
こ
と
等
を
、
若
さ
を
恥
じ

る
と
と
も
に
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　
　
　

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

人
と
の
出
会
い
・

　

教
え
子
も
同
行
の
同
志

門
田
　
雅
人

　

「
文
化
高
知
」
と
の
出
会
い
は
、
幡

多
郡
西
土
佐
村
公
立
小
学
校
勤
務
の
青

年
教
師
だ
っ
た
頃
『
素
顔
の
子
ど
も
た

ち
』
と
題
し
て
№
27
〜
№
29
に
連
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。
そ
の
中

で
、
卒
業
を
控
え
た
子
ど
も
た
ち
の
自

立
や
決
意
を
語
る
姿
を
紹
介
し
ま
し
た
。

保
育
士
や
教
師
に
な
る
夢
、
デ
ザ
イ
ナ

ー
を
挙
げ
た
子
も
工
業
高
校
を
経
て
父

親
と
電
気
工
事
を
や
り
た
い
と
語
っ
た

子
も
い
ま
し
た
。
私
は
当
時
の
子
ど
も

た
ち
の
現
在
を
確
か
め
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
た
だ
一
人
、
朋
彦

君
の
こ
と
は
と
て
も
気
が
か
り
で
し
た
。

　

連
載
で
は
【
朋
彦
君
は
農
業
後
継
者

に
な
る
こ
と
を
胸
を
張
っ
て
発
表
し
た
。

大
学
の
農
学
部
に
入
っ
て
専
門
的
に
研

究
を
し
た
上
で
、
父
親
の
や
っ
て
い
る

ハ
ウ
ス
栽
培
を
発
展
さ
せ
た
い
と
い
う

の
で
あ
る
】
【
彼
等
の
胸
は
希
望
に
ふ

く
ら
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
努
力

を
重
ね
た
上
で
獲
得
し
た
自
信
だ
っ
た

ろ
う
。
願
わ
く
ば
、
彼
等
の
故
郷
で
あ

る
こ
の
農
山
村
に
愛
着
を
持
っ
て
生
き

る
子
が
二
人
、
三
人
と
続
い
て
ほ
し
い

も
の
だ
】
と
記
述
し
て
い
ま
す
。
卒
業

式
の
保
護
者
席
で
父
親
が
号
泣
し
て
い

た
こ
と
は
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

朋
彦
君
は
生
真
面
目
な
努
力
家
で
し

た
。
日
記
に
は
家
庭
で
の
農
業
に
関
係

し
た
こ
と
を
綴
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
有
名
私

立
中
に
進
学
し
て
夢
を
実
現
す
る
選
択

肢
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
元

の
中
学
校
に
進
学
し
た
彼
は
実
直
に
学

習
を
継
続
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
進
路

指
導
の
先
生
の
導
き
で
愛
媛
大
学
附
属

農
業
高
校
を
選
択
し
て
初
心
を
実
現
し

よ
う
と
し
た
の
で
し
た
。
さ
い
わ
い
、

当
時
の
附
属
農
業
高
校
は
、
試
験
点
数

至
上
主
義
で
は
な
く
て
農
業
に
対
す
る

情
熱
や
信
念
も
重
視
し
て
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
意
向
や
本
人
の
意
思
を
尊

重
し
て
、
進
路
指
導
の
教
師
と
受
け
入

れ
側
の
高
校
の
協
働
が
朋
彦
君
の
夢
の

実
現
へ
の
扉
を
開
い
て
く
れ
た
の
は
素

敵
な
こ
と
で
す
。
彼
は
現
在
、
地
元
の

公
務
員
と
し
て
卒
業
式
の
決
意
を
実
現

し
た
活
動
を
真
摯
に
展
開
し
て
い
る
と

聞
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
い
つ
ま
で
も
子
ど
も
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
親
に
と
っ
て
も
教
師
に

と
っ
て
も
や
が
て
大
人
と
し
て
立
ち
現

わ
れ
尊
敬
に
値
す
る
同
志
と
し
て
共
に

生
き
て
い
く
仲
間
で
す
。
自
尊
感
情
を

大
切
に
し
て
進
路
に
つ
い
て
も
本
人
が

責
任
を
も
っ
て
努
力
で
き
る
た
め
に
、
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か
ど
た
　
ま
さ
と

一
九
四
八
年　
四
万
十
市
西
土
佐
生
ま
れ
。

一
九
七
二

−

二
〇
〇
九
年　

高
知
県
教

職
員

二
〇
一
〇

−

二
〇
二
〇
年　

高
知
大
学

教
育
学
部
非
常
勤
講
師

大
人
は
頼
り
に
な
る
伴
走
者
に
な
る
こ

と
が
理
想
で
す
。
本
人
の
適
性
や
希
望

に
応
え
る
こ
と
を
放
棄
し
て
進
学
先
を

成
績
順
に
振
り
分
け
る
だ
け
が
仕
事
で

あ
れ
ば
、
教
師
と
は
本
当
に
つ
ま
ら
な

い
職
業
で
す
。

　
　
　

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

　

教
師
経
験
を
問
い
直
さ
せ
ら
れ
た
の

は
高
知
大
学
非
常
勤
講
師
と
し
て
の
十

年
間
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
大

学
で
は
、
特
別
活
動
教
育
を
担
当
し
て

き
ま
し
た
。
学
生
に
こ
れ
ま
で
の
学
校

生
活
で
強
く
覚
え
て
い
る
こ
と
を
尋
ね

る
と
、
進
路
指
導
に
関
係
し
た
学
業
等

教
師
の
丁
寧
な
指
導
以
上
に
、
圧
倒
的

に
体
育
祭
や
文
化
祭
、
修
学
旅
行
、
合

唱
祭
や
学
級
活
動
の
場
面
を
挙
げ
ま
す
。

教
科
学
習
と
生
活
学
習
の
両
立
こ
そ
が

楽
し
い
学
校
生
活
を
保
障
す
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

た
と
え
ば
兵
庫
県
の
中
学
生
職
業
体

験
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
検
討
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
阪
神･

淡
路
大

震
災
の
経
験
と
神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事

件
を
き
っ
か
け
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で

す
。
教
科
学
習
を
一
定
期
間
犠
牲
に
し

て
実
践
す
る
取
り
組
み
で
、
賛
否
両
論

あ
る
こ
と
は
承
知
の
事
例
で
し
た
。
当

事
者
で
あ
っ
た
兵
庫
県
出
身
の
学
生
が

多
く
受
講
し
て
い
ま
し
た
が
、
職
業
体

験
を
評
価
す
る
意
見
が
ほ
と
ん
ど
で
し

た
。

　

高
知
商
業
高
校
生
徒
会
の
『
ラ
オ
ス

に
学
校
を
つ
く
る
』
活
動
も
新
聞
記
事

な
ど
を
活
用
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。
商

業
高
校
の
特
性
を
活
か
し
て
生
徒
参
加

の
株
式
会
社
活
動
や
商
店
街
で
の
販
売

な
ど
生
徒
会
が
主
役
と
な
っ
て
展
開
し

て
い
る
取
り
組
み
で
す
。
成
果
と
し
て

推
薦
入
学
枠
が
設
定
さ
れ
た
と
も
聞
い

て
い
ま
し
た
。
驚
い
た
こ
と
は
、
紹
介

し
た
新
聞
記
事
に
登
場
す
る
生
徒
会
役

員
だ
っ
た
生
徒
た
ち
が
こ
の
授
業
を
受

講
し
て
い
た
こ
と
で
す
。
本
人
た
ち
も

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
が
現
在
進
行
形
の

授
業
展
開
を
し
て
い
る
自
分
の
こ
と
も

褒
め
た
い
気
分
で
し
た
。

　

県
立
農
業
高
校
も
よ
く
取
り
上
げ
ま

し
た
。
体
育
祭
の
大
看
板
製
作
展
示
は

完
成
度
の
高
さ
と
相
ま
っ
て
風
物
詩
と

し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
国
語
教
師
・

名
東
涼
さ
ん
の
実
践
も
紹
介
し
ま
し
た
。

地
元
新
聞
読
者
欄
や
読
書
感
想
文
等
各

種
団
体
企
画
へ
の
投
稿
、
そ
し
て
日
常

的
な
書
き
綴
る
指
導
の
方
策
を
名
東
さ

ん
の
レ
ポ
ー
ト
を
借
用
し
て
紹
介
し
ま

し
た
。
農
業
高
校
ら
し
い
題
材
が
魅
力

的
で
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
銀
賞
の
文
章

は
説
得
力
の
あ
る
体
験
と
地
域
づ
く
り

の
意
義
を
展
開
し
て
い
ま
し
た
。
嘘
の

よ
う
な
話
で
す
が
こ
の
銀
賞
受
賞
者
が

私
の
授
業
を
受
講
し
て
い
ま
し
た
。
本

人
の
授
業
感
想
レ
ポ
ー
ト
か
ら
そ
の
事

実
を
知
っ
た
次
第
で
す
。

　
　
　

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

　

大
学
に
は
、
こ
れ
以
上
の
奇
遇
は
な

い
と
言
え
る
学
生
が
い
ま
し
た
。
小
学

校
入
学
式
を
共
に
し
た
子
ど
も
が
進
学

し
て
き
た
の
で
す
。
私
が
四
万
十
町
米

奥
小
に
校
長
と
し
て
赴
任
し
て
初
め
て

の
入
学
式
、
新
入
生
は
六
名
で
し
た
。

六
年
後
、
二
〇
〇
九
年
に
彼
女
た
ち
と

卒
業
式
を
迎
え
ま
し
た
。
彼
女
た
ち
が

取
り
組
ん
だ
「
総
合
的
な
学
習
」
や
学

校
・
地
域
が
協
働
し
た
活
動
を
「
文
化

高
知
」
№
145
〜
№
148
に
連
載
さ
せ
て
も

ら
っ
た
の
が
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。

　

彼
女
は
地
元
の
高
校
を
卒
業
し
て
地

域
協
働
学
部
に
入
学
し
て
き
ま
し
た
。

授
業
で
は
再
会
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
彼
女
た
ち
が
小
学
六
年

生
の
折
に
作
成
し
た「
総
合
的
な
学
習
」

の
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
、
時
を
経
て
彼

女
と
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
私
が
授
業
に

活
用
し
て
い
る
情
景
を
不
思
議
に
感
じ

ま
し
た
。
受
講
す
る
学
生
が
彼
女
と
同

年
代
で
同
じ
時
代
に
育
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
授
業
で
は
共
感
や
反
響
を
呼
び

起
こ
し
ま
し
た
。

　

何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
彼
女

が
小
学
生
の
頃
学
ん
だ
地
域
学
習
や
地

域
と
の
協
働
を
、
辺
地
小
規
模
の
学
校

か
ら
高
等
教
育
で
の
専
攻
内
容
ま
で
大

切
に
継
続
し
て
い
る
姿
を
見
た
こ
と
で

し
た
。
幼
年
期
か
ら
思
春
期
ま
で
、
発

達
課
題
と
学
習
課
題
を
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
教
育
実
践
す
る
の
か
を
考
え
て

こ
ら
れ
た
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
で
し
た
。

出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
主
体
的
に

人
生
を
切
り
拓
い
て
い
る
姿
は
限
り
な

い
喜
び
で
す
。
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未
曾
有
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

の
影
響
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
の
仕
事
は
帽
子
を
中
心
と
す
る
服

飾
雑
貨
（
帽
子
、
バ
ッ
グ
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
）
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
兼
作
家
で
す
。

使
う
方
が
そ
の
人
ら
し
く
チ
ャ
ー
ミ
ン

グ
に
な
る
お
手
伝
い
を
す
る
の
が
仕
事

で
す
。
デ
ザ
イ
ン
、
製
作
、
販
売
ま
で

行
う
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
兼
ク
ラ
フ
ト
マ
ン

兼
ス
タ
イ
リ
ス
ト
で
す
。
以
前
は
一
人

で
全
て
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は

協
力
し
て
下
さ
る
方
た
ち
と
ワ
ー
ク
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
活
動
を
少
し

ず
つ
変
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

二
年
前
か
ら
鎌
倉
在
住
で
す
が
、
引

っ
越
す
前
の
二
十
五
年
間
は
高
知
に
住

み
高
知
が
故
郷
と
言
え
る
く
ら
い
土
佐

弁
も
上
達
し
友
達
に
も
お
客
様
に
も
恵

ま
れ
ま
し
た
。
一
口
し
か
食
べ
き
れ
な

見
て
楽
し
い
被
っ
て
嬉
し
い
帽
子
た
ち

山
本
　
正
子

か
っ
た
鰹
の
た
た
き
も
今
で
は
大
好
物

で
、
疲
れ
た
な
あ
と
感
じ
た
ら
ニ
ン
ニ

ク
た
っ
ぷ
り
で
頂
き
ま
す
。
高
知
以
前

の
十
九
年
間
は
、
東
京
で
企
業
の
服
飾

雑
貨
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
修
業
後
、

独
立
し
、
主
に
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
の

服
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
制
作

し
て
い
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
こ
の
道
、

四
十
三
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
坦
な
道
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
深
い
谷
底
は
東
京
か
ら
高
知

に
移
住
し
た
最
初
の
一
年
間
余
り
。
今

の
よ
う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
物
流
も
盛
ん
で
は

な
く
、
早
割
の
航
空
券
の
恩
恵
も
な
く
、

友
達
も
お
ら
ず
、
高
知
市
内
か
ら
車
で

小
一
時
間
か
か
る
場
所
で
暗
澹
た
る
思

い
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
行
く
と
こ

ろ
は
、
自
動
車
免
許
を
取
得
す
る
た
め

の
教
習
所
と
図
書
館
以
外
は
見
つ
か
ら

ず
、
本
の
中
に
逃
げ
込
む
日
々
で
し
た
。

　

一
年
く
ら
い
た
っ
た
あ
る
日
、
ほ
と

ん
ど
会
話
を
し
た
こ
と
が
な
い
図
書
館

司
書
の
松
林
佳
子
さ
ん
（
故
人
）
が
話

し
掛
け
て
き
ま
し
た
。
「
東
京
で
帽
子

と
か
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
な
さ
っ
て
い
た

そ
う
で
す
ね
、
良
か
っ
た
ら
図
書
館
の

展
示
会
ホ
ー
ル
で
展
示
会
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。」
と
の
思
わ
ぬ
お
誘
い
。
家
人

に
相
談
を
し
ま
し
た
ら
「
出
来
る
と
思

う
の
な
ら
や
っ
て
み
た
ら
」
と
い
う
返

事
に
、
私
の
頭
の
中
の
歯
車
が
カ
タ
カ

タ
カ
タ
と
目
ま
ぐ
る
し
く
動
き
出
し
ま

し
た
。
松
林
さ
ん
に
Ｏ
Ｋ
の
返
事
と
共

に
、
帽
子
が
描
か
れ
た
童
話
や
テ
ー
マ

に
な
っ
て
い
る
本
を
探
し
て
欲
し
い
と

お
願
い
を
し
ま
し
た
。
本
か
ら
イ
メ
ー

ジ
し
た
帽
子
を
創
り
、
図
書
館
に
い
ら

っ
し
ゃ
る
老
若
男
女
に
喜
ん
で
頂
け
た

ら
と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。
「
お
し

ゃ
べ
り
な
帽
子
た
ち
」
と
題
し
た
初
め

て
の
展
示
会
は
大
成
功
で
そ
の
後
シ
リ

ー
ズ
化
し
、
デ
パ
ー
ト
で
の
展
示
会
は

も
と
よ
り
夢
だ
っ
た
海
外
で
の
企
画
展

へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
良
い
方

た
ち
と
の
ご
縁
で
奇
跡
的
な
復
活
で
し

た
。
高
知
時
代
を
振
り
返
り
出
会
っ
た

方
々
に
、
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

　

今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
出
張
も
ま
ま
な
ら

な
い
大
変
な
状
態
で
す
が
「
明
け
な
い

夜
は
な
い
」
と
い
う
思
い
で
い
ま
す
。

生
ま
れ
故
郷
の
沖
縄
の
言
葉
「
ナ
ン
ク

ル
ナ
ル
（
や
る
だ
け
や
っ
た
ら
、
な
ん

と
か
な
る
）」
と
、
肝
が
据
わ
っ
て
い
ら

れ
る
の
も
年
齢
を
重
ね
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
時
の
経
験
が
あ
る
か
ら
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だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
質
問
で
す
。
高
知
で
一
番
帽

子
の
似
合
う
イ
ケ
メ
ン
は
誰
で
し
ょ
う

か
？
「
わ
し
じ
ゃ
！
」
と
答
え
た
方
に

は
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
私
の
答

え
は
「
フ
ク
ち
ゃ
ん
」。
こ
の
原
稿
の
依

頼
主
、
高
知
市
文
化
振
興
事
業
団
が
あ

る
、
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー
と

「
横
山
隆
一
記
念
ま
ん
が
館
」
に
住
ん

で
い
る
下
駄
を
履
い
て
角
帽
を
被
る
男

の
子
、
フ
ク
ち
ゃ
ん
で
す
。
角
帽
が
早

稲
田
大
学
の
制
帽
に
似
て
い
る
こ
と
か

ら
フ
ク
ち
ゃ
ん
は
早
慶
戦
の
マ
ス
コ
ッ

ト
と
な
り
、
産
み
の
親
の
横
山
隆
一
氏

と
フ
ク
ち
ゃ
ん
は
早
稲
田
大
学
の
特
別

卒
業
生
と
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
明

治
時
代
、
大
隈
重
信
が
一
目
で
早
稲
田

の
学
生
と
わ
か
る
よ
う
に
考
案
し
た
角

帽
、
も
し
、
フ
ク
ち
ゃ
ん
が
違
う
形
の

帽
子
を
被
っ
て
い
た
ら
展
開
も
ま
た
違

っ
た
こ
と
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

で
は
、
帽
子
の
似
合
う
女
優
さ
ん
と

言
え
ば
ど
な
た
で
し
ょ
う
か
？
私
は
迷

わ
ず
「
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
」

と
答
え
ま
す
。
映
画
『
マ
イ
フ
ェ
ア
レ

デ
ィ
』
の
オ
ー
ド
リ
ー
扮
す
る
イ
ラ
イ

ザ
は
花
売
り
娘
の
時
に
は
、
雨
に
降
ら

れ
て
も
大
丈
夫
そ
う
な
カ
ン
カ
ン
帽
、

教
育
を
受
け
レ
デ
ィ
に
変
身
し
た
彼
女

が
ア
ス
コ
ッ
ト
競
馬
場
に
現
れ
る
シ
ー

ン
で
は
、
大
き
な
ブ
リ
ム
（
ツ
バ
）
に

ド
レ
ス
と
同
じ
ス
ト
ラ
イ
プ
の
リ
ボ
ン

飾
り
の
ブ
ロ
ー
ド
ブ
リ
ム
ハ
ッ
ト
、
男

や
ま
も
と
　
ま
さ
こ

一
九
五
六
年
那
覇
市
生
ま
れ
。
鎌
倉
市

在
住
。

帽
子
作
家
、
服
飾
雑
貨
デ
ザ
イ
ナ
ー
。

ア
ト
リ
エ
・
マ
ジ
ャ
ク
ジ
ャ
代
表
。

文
化
服
装
学
院
ハ
ン
デ
ィ
ク
ラ
フ
ト
科

卒
。

企
業
の
服
飾
雑
貨
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
経
て

渋
谷
区
で
独
立
。
Ｃ
Ｍ
用
衣
裳
、
帽
子

な
ど
制
作
多
数
。

一
九
九
三
年
か
ら
二
十
五
年
間
高
知
で

暮
ら
し
、
企
業
か
ら
の
受
注
発
注
の
仕

事
か
ら
個
人
へ
の
発
信
型
に
変
え
、
国

内
外
で
帽
子
の
個
展
や
展
示
即
売
会
を

展
開
。

性
陣
は
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
と
、
職
業
や
場

所
が
服
や
帽
子
に
連
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

帽
子
は
顔
に
近
い
分
大
き
な
役
割
を

発
揮
し
ま
す
。
エ
ラ
が
少
し
張
っ
た
オ

ー
ド
リ
ー
は
ク
ラ
ウ
ン
（
帽
子
の
頭
部

の
部
分
）
の
形
が
角
ば
っ
た
カ
ン
カ
ン

帽
の
よ
う
な
形
が
良
く
似
合
い
ま
す
。

帽
子
を
選
ぶ
時
、
彼
女
の
よ
う
に
四
角

い
顔
の
人
は
四
角
い
ク
ラ
ウ
ン
、
丸
顔

の
人
は
丸
い
ク
ラ
ウ
ン
と
覚
え
て
お
く

と
帽
子
を
選
ぶ
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
。
帽
子
は
上
手
に
被
れ
ば
素
晴

ら
し
い
変
身
ア
イ
テ
ム
、
マ
イ
ナ
ス
を

プ
ラ
ス
に
変
え
て
く
れ
る
魔
法
の
小
道

具
で
す
。
私
が
帽
子
に
魅
了
さ
れ
た
原

因
は
そ
こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
服
飾
（
衣
服

や
装
身
具
類
）
が
流
行
だ
け
で
な
く
、

社
会
に
お
い
て
の
属
性

−

時
代
、
地
域
、

階
級
、
職
業
、
学
校
な
ど
を
表
し
、
文

化
を
強
調
し
た
り
し
ま
す
。
そ
の
服
飾

の
一
部
で
あ
る
帽
子
に
少
し
で
も
興
味

を
持
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

｢

見
て
楽
し
い
被
っ
て
嬉
し
い
帽
子｣

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
無
心
に
創
作
の
世
界

に
遊
び
、
お
客
様
を
笑
顔
に
す
る
サ
ー

ビ
ス
業
と
心
し
て
当
た
り
、
生
涯
現
役

を
目
指
し
て
い
き
た
い
所
存
で
す
。

　

最
後
ま
で
お
目
通
し
下
さ
り
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に

負
け
ず
に
ご
機
嫌
良
く
い
き
ま
し
ょ
う
。
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周
波
数
を
合
わ
せ
ば
、
い
ろ
ん
な
人

と
出
会
い
繋
が
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア

ン
テ
ナ
を
高
く
た
て
沢
山
の
人
と
繋
が

ろ
う
。

　

文
化
高
知
№
214
に
て
、
屋
久
島
へ
の

ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
旅
の
途
中
、
映
画
『
パ

ー
マ
ネ
ン
ト
野
ば
ら
』
の
撮
影
隊
に
宿

毛
で
会
い
、
そ
し
て
自
分
も
出
演
す
る

と
書
か
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
実
は
僕
が

屋
久
島
に
到
着
し
た
日
、
映
画
ス
タ
ッ

フ
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
僕
の
出
演
シ
ー

ン
の
撮
影
が
十
日
後
の
予
定
で
あ
っ
た

が
明
後
日
に
な
っ
た
の
で
来
れ
ま
す
か
？

と
言
わ
れ
た
。
い
や
い
や
屋
久
島
に
着

い
た
ば
か
り
で
無
理
で
す
。
映
画
に
出

ら
れ
な
い
の
は
残
念
で
す
が
、
す
い
ま

せ
ん
と
出
演
を
断
念
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
二
年
後
『
パ
ー
マ
ネ
ン
ト

野
ば
ら
』
の
吉
田
大
八
監
督
が
、
ま
た

も
高
知
で
映
画
を
撮
影
す
る
こ
と
に
な

り
、
も
う
僕
の
事
な
ど
忘
れ
て
い
る
だ

ろ
う
と
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
に
行

く
こ
と
に
し
た
。
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
会

場
で
吉
田
監
督
は
、
「
ち
ょ
っ
と
ゾ
ン

ビ
を
や
っ
て
み
て
」
と
注
文
し
て
き
た
。

あ
ま
り
ゾ
ン
ビ
映
画
を
見
た
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
ウ
ー
ウ
ー
と
ゾ
ン
ビ
に
な

り
き
っ
て
み
る
と
、
吉
田
監
督
は
、「
君
、

ゾ
ン
ビ
見
て
る
ね
ー
」
と
褒
め
て
く
れ

た
。
い
や
見
て
な
い
で
す
と
は
言
わ
ず
、

僕
は
ゾ
ン
ビ
役
に
選
ば
れ
た
。
帰
り
際

に
吉
田
監
督
は
、
次
は
撮
影
来
て
ね
♡

と
僕
の
事
を
覚
え
て
い
て
く
れ
た
（
す

い
ま
せ
ん
）。

　

撮
影
当
日
は
十
二
月
、
体
も
芯
か
ら

冷
え
る
寒
い
日
、
朝
五
時
半
に
中
央
高

校
集
合
、
特
殊
メ
イ
ク
に
二
時
間
程
か

け
、
十
時
ぐ
ら
い
か
ら
屋
上
で
の
撮
影
。

　

こ
の
『
桐
島
、部
活
や
め
る
っ
て
よ
』

は
、
学
校
内
の
誰
も
が
認
め
る
ス
タ
ー

桐
島
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
を
辞
め
る
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
校
内
を
駆
け
巡
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
影
響
を
受
け
る
周
り
の

人
間
た
ち
の
同
じ
時
間
軸
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
で
繰
り
返
し
描
き
進
ん
で
い

く
ス
ト
ー
リ
ー
で
映
画
の
タ
イ
ト
ル
で

も
あ
る
桐
島
は
一
回
も
出
て
こ
な
い
と

い
う
何
と
も
不
思
議
な
青
春
映
画
で
あ

る
。
僕
の
出
演
シ
ー
ン
は
主
役
の
神
木

隆
之
介
さ
ん
演
じ
る
前
田
涼
也
の
妄
想

で
、
イ
ケ
て
る
学
生
た
ち
を
ゾ
ン
ビ
が

次
々
と
咬
み
殺
す
と
い
う
、
原
作
に
は

な
い
映
画
な
ら
で
は
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
シ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

　

お
昼
休
憩
に
な
り
携
帯
を
見
る
と
、

母
か
ら
着
信
が
あ
っ
た
。
折
り
返
し
か

け
て
み
る
と
、
家
の
水
道
管
が
破
裂
し

て
水
が
ジ
ャ
ジ
ャ
漏
れ
し
て
い
る
の
で

早
く
帰
っ
て
き
て
修
理
し
て
と
言
わ
れ

た
。
早
く
帰
っ
て
修
理
し
た
い
の
は
や

ま
や
ま
だ
が
、
ゾ
ン
ビ
メ
イ
ク
が
ば
っ

ち
り
決
ま
っ
て
い
る
し
、
い
つ
自
分
の

出
番
が
来
る
か
わ
か
ら
な
い
。
母
に
、

「
取
り
あ
え
ず
水
道
の
元
栓
を
閉
め
て

お
い
て
。
な
る
べ
く
早
く
帰
る
」
と
伝

え
た
。

　

そ
れ
か
ら
の
撮
影
は
水
道
の
事
が
頭

か
ら
離
れ
ず
、
早
く
終
わ
ら
な
い
か
な

ぁ
と
、
ず
っ
と
考
え
て
い
た
。
屋
上
で

の
シ
ー
ン
だ
っ
た
の
で
日
が
落
ち
れ
ば

撮
影
は
出
来
な
い
。
し
か
し
撮
影
は
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
続
き
、
僕
に
と
っ
て
は
長

い
な
が
ー
い
一
日
と
な
っ
た
。

　

撮
影
も
無
事
終
了
。
メ
イ
ク
も
き
れ

い
に
落
と
し
て
も
ら
い
、
急
い
で
家
に

帰
り
、
水
道
修
理
。
ほ
っ
と
た
め
息
。

　

二
〇
一
二
年
劇
場
公
開
に
な
っ
た『
桐

島
、
部
活
や
め
る
っ
て
よ
』
は
飛
ぶ
鳥

を
落
と
す
勢
い
で
、
こ
の
年
の
日
本
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
の
最
優
秀
作
品
賞
を
含
む

三
冠
を
受
賞
す
る
と
い
う
快
挙
! ! 

パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
も
ば
っ
ち
り
写
り
込
み
、

し
ば
ら
く
自
慢
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
八
年
程
経
つ
が
、
水
道
管

の
破
裂
は
な
い
。

し
も
お
　
ひ
と
し

一
九
六
九
年
生
ま
れ
。

岡
豊
高
校
一
期
生
。
二
十
五
歳
ぐ
ら
い

に
演
劇
に
目
覚
め
、
日
夜
面
白
い
事
は

な
い
か
と
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
て
い
る
。

下
尾
　
　
仁

「
ア
ン
テ
ナ
」

『
桐
島
、部
活
や
め
る
っ
て
よ
』

に
出
演
話

真ん中が筆者
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日
本
全
国
の
映
画
館
は
緊
急
事
態
宣

言
に
よ
り
休
館
し
、
映
画
業
界
も
最
大

の
危
機
に
直
面
し
た
。

　

昭
和
二
十
六
年
の
高
知
市
立
中
央

公
民
館
の
発
足
と
同
時
に
始
ま
っ
た

六
十
九
年
の
歴
史
を
持
つ
市
民
映
画
会

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
延
期
と
な
っ
た
。

　

市
民
映
画
会
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

様
々
な
状
況
に
よ
り
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
も
す
れ
ば
消

え
よ
う
と
す
る
映
画
文
化
の
灯
を
と
も

し
続
け
た
の
は
、
高
知
の
人
々
の
映
画

に
対
す
る
強
い
愛
着
、
映
画
会
を
楽
し

み
に
参
加
す
る
大
勢
の
市
民
の
支
え
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。

　

今
回
、
六
月
に
予
定
し
て
い
た
上
映

会
の
中
止
に
つ
い
て
も
惜
し
む
声
を
多

く
い
た
だ
き
、
延
期
開
催
が
決
ま
っ
た
。

　

日
時
は
、
九
月
二
十
四
日
（
木
）・

二
十
五
日
（
金
）、上
映
作
品
は
『
ベ
ル
・

カ
ン
ト　

と
ら
わ
れ
の
ア
リ
ア
』
『
お

し
え
て
！
ド
ク
タ
ー
・
ル
ー
ス
』
の
二

作
品
。

　
『
ベ
ル
・
カ
ン
ト
』

　

一
九
九
六
年
に
ペ
ル
ー
で
起
き
た
日

本
大
使
公
邸
占
拠
事
件
か
ら
ヒ
ン
ト
を

得
て
作
ら
れ
た
作
品
。
史
実
と
異
な
る

部
分
も
あ
る
が
、
ペ
ル
ー
の
貧
困
問
題

や
、
大
き
な
経
済
格
差
が
生
む
争
い
が

こ
の
映
画
の
核
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
は
心
優
し
い
人
間
で
あ
る
の
に
、

社
会
問
題
を
解
決
で
き
ず
自
ら
の
生
活

を
守
る
た
め
武
力
に
頼
る
し
か
な
い
現

実
に
対
し
、
戦
争
を
無
く
し
た
い
と
願

う
平
和
へ
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

出
演
は
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
俳
優
と
し
て
活

躍
す
る
渡
辺
謙
、
実
力
派
俳
優
の
加
瀬

亮
、
そ
し
て
物
語
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
果
た
す
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
を
演
じ
る

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
ム
ー
ア
。
日
米
の
豪
華

キ
ャ
ス
ト
に
よ
る
感
動
の
人
間
ド
ラ
マ
。

　
『
お
し
え
て
！
ド
ク
タ
ー
・
ル
ー
ス
』

　

米
国
で
最
も
有
名
な
九
十
歳
の
セ
ッ

ク
ス
・
セ
ラ
ピ
ス
ト
で
あ
る
ド
ク
タ
ー
・

ル
ー
ス
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
。

過
激
な
性
の
相
談
に
も
、
包
み
隠
さ
ず

ア
ド
バ
イ
ス
。
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
彼
女

の
人
生
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
い
。
ナ

チ
ス
政
権
下
で
孤
児
と
な
り
、
生
き
て

い
く
た
め
に
ス
ナ
イ
パ
ー
も
経
験
、
三

度
の
結
婚
等
々
。
そ
れ
で
も
人
生
を
恐

れ
ず
前
を
向
い
て
い
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

生
き
方
は
、
見
た
だ
け
で
彼
女
に
元
気

を
も
ら
え
る
こ
と
間
違
い
な
し
。
ま
た
、

一
九
八
〇
年
代
に
猛
威
を
振
る
っ
た
エ

イ
ズ
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
す

た
め
戦
う
彼
女
の
活
動
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
現
状
と
も
重
な
る
部
分
が
あ
り
、
社

会
に
蔓
延
す
る
偏
見
や
差
別
を
な
く
す

こ
と
を
人
々
に
問
い
か
け
る
作
品
。

　

市
民
映
画
会
で
は
、
今
後
も
安
全
対

策
を
講
じ
な
が
ら
心
に
響
く
作
品
を
届

け
て
い
き
ま
す
の
で
、
心
の
栄
養
補
給

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
一
九
一
回

　
市
民
映
画
会

Ⓒ 2017 BC Pictures LLC All rights reserved.

高知市立中央公民館事業　第 191 回市民映画会

料金　一般前売券1,300円　一般当日券1,500円
割引券1,000円（学生証、長寿手帳、障害者手帳など
をご持参の方は割引料金）

　　　※障害者手帳をお持ちの方で介助が必要な場合は、介
　　　　助者１名まで割引料金。
前売券販売所
高知市文化プラザミュージアムショップ、高新プレイガイ
ド、県民文化ホール、高知県立美術館ミュージアムショップ、
金高堂書店 本店、サニーマート（とさのさと御座・高須・
神田・瀬戸・土佐道路東・六泉寺・あぞの・中万々・山手・
サニーアクシス南国・サニーアクシスいの・高岡・伊野）
お問い合わせ　高知市文化振興事業団　088-883-5071

９月24日（木）・25日（金）
高知市文化プラザかるぽーと大ホール

主催　市民映画会運営委員会・高知市教育委員会・
　　　公益財団法人高知市文化振興事業団

上　映　時　間
ベル・カント ドクター・ルース

10：45 12：50
14：45 16：40
18：35

開場10：15／終了20：18
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高 知 を 撮 る
第36回写真コンテスト入賞作品 去年の写真 （令和元年10月20日　須崎市野見） 八井田　晋

　

定
年
退
職
す
れ
ば
、
人
里
離
れ
た
温
泉

宿
に
逗
留
し
、
好
き
な
本
を
読
み
ふ
け
る
、

と
い
う
の
が
夢
だ
っ
た
。
ゆ
っ
く
り
と
湯

に
つ
か
り
、
山
里
の
風
景
を
眺
め
、
美
味

し
い
酒
を
飲
み
な
が
ら
読
書
に
時
を
忘
れ

る
。
深
い
癒
や
し
と
読
む
快
楽
。
二
つ
同

時
に
手
に
入
れ
た
い
と
願
っ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
退
職
と
同
時
に
コ
ロ
ナ
禍

が
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
ど
こ
に
も
行
け
な

い
。
祝
い
事
も
無
期
限
延

期
と
な
っ
て
、
こ
ん
な
と

き
に
定
年
と
は
、
と
同
僚

か
ら
同
情
さ
れ
る
は
め
と

な
っ
た
。

　

さ
す
が
に
し
ば
ら
く
は

悶
々
と
引
き
籠
も
っ
て
い

た
が
、
や
が
て
奇
妙
な
楽

し
み
を
発
見
し
た
。

　

実
家
（
ゴ
ミ
屋
敷
化
し

か
け
て
い
る
）
の
整
理
に

通
う
う
ち
、
近
く
の
川
辺

に
素
朴
な
木
製
の
ベ
ン
チ

が
あ
る
の
を
発
見
し
た
。

忘
れ
ら
れ
た
よ
う
な
人
気

の
な
い
場
所
で
、
こ
こ
な
ら
感
染
リ
ス
ク

も
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。
し
か
も
木
陰

に
あ
る
。
そ
ば
に
寄
る
と
、
や
さ
し
い
風

が
吹
き
渡
り
、
岸
の
低
木
と
野
草
の
緑
が

視
野
の
果
て
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。

　

腰
を
お
ろ
し
て
、
昼
食
を
と
り
な
が
ら
、

本
を
読
ん
で
み
た
。
読
め
る
！ 

ス
ム
ー
ズ

に
、
と
は
い
か
な
い
が
、
け
っ
こ
う
読
め

る
。
食
べ
終
わ
っ
て
も
読
み
続
け
、
気
が

つ
け
ば
〝
至
福
の
ひ
と
と
き
〟
を
す
ご
し

て
い
た
。
癒
や
し
と
読
書
の
醍
醐
味
を
同

時
に
味
わ
っ
た
。

　

以
来
、〝
ア
ウ
ト
ド
ア
読
書
〟
に
ハ
マ
っ

て
い
る
。

　

読
書
に
あ
き
る
と
散
歩
を
す
る
。
歩
き

な
が
ら
も
無
意
識
に
ベ
ン
チ
を
探
す
よ
う

に
な
っ
た
。
ま
る
で
山
奥
に
〝
秘
湯
〟
を

求
め
歩
く
よ
う
に
。

　

高
知
に
は
人
気
の
な

い
小
さ
な
公
園
が
無
数

に
あ
る
と
、
こ
の
と
き

初
め
て
気
が
つ
い
た
。

公
園
に
は
、
た
い
が
い

〝
木
陰
の
ベ
ン
チ
〟
が

付
属
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、
も
っ
と
ぜ
い
た

く
な
〝
施
設
〟
の
存
在

を
知
っ
た
。
東あ
ず
ま
や屋
で
あ

る
。
公
園
や
小
高
い
丘
、

ち
ょ
っ
と
し
た
広
場
な

ど
に
時
々
、
置
き
忘
れ

ら
れ
た
よ
う
に
屋
根
の

つ
い
た
小
さ
な
建
物
が

建
っ
て
い
る
。
〝
屋
根
付
き
ベ
ン
チ
〟
と

言
っ
て
も
い
い
。
こ
う
い
う
〝
施
設
〟
に

行
き
当
た
る
と
、
知
ら
れ
ざ
る
〝
名
湯
〟

を
発
見
し
、
独
占
し
た
よ
う
な
気
分
に
な

る
。

　

こ
れ
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ
た
高
知
の

顔
が
見
え
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、

楽
し
み
は
見
つ
か
る
も
の
で
あ
る
。　

（
本
の
虫
）

野見神社秋祭り、毎年このバスの待合所で御興渡御を見物する地元の老婦人、去年撮ってあげた写真をかざして大喜びの表情をパチリ。

風俗歳時記 

アウトドア読書
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今号の表紙

　まだまだ暑さが続くとはいえ、暦の上
では秋。最近はあまり本を読めていない
ということもあり、今年こそは「読書の秋」
を少しでも意識したいと思いデザインし
ました。自分だけでなく、表紙を見て本
のことを意識してもらいたいとも思って
います。私も、時間を見つけて色々な本
を読みたいです。

（いけだ　みほ／
　国際デザイン・ビューティカレッジ２年生）

「あふれる読書欲」
池田　美穂

医
学
の
五
大
流
派

　

哲
学
好
き
の
友
人
に
刺
激
さ
れ
て
、
昔
か

じ
っ
た
こ
と
が
あ
る
何
冊
か
の
哲
学
本
を
ぱ

ら
ぱ
ら
と
読
み
直
し
て
い
て
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
と
い
う
人
物
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
。

「
無
知
の
知
」
を
提
唱
し
て
い
ま
で
は
「
哲

学
の
祖
」
と
い
わ
れ
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
ほ
ぼ

同
じ
時
代
を
生
き
た
。

　

こ
の
「
医
学
の
父
」
と
い
わ
れ
る
ヒ
ポ
ク

ラ
テ
ス
の
時
代
に
医
療
の
五
大
流
派
が
あ
っ

た
と
い
う
。
簡
単
に
い
う
と
、
そ
れ
は
自
然

療
法
の
ナ
チ
ュ
ロ
パ
シ
ー
、
心
理
療
法
の
サ

イ
コ
パ
シ
ー
、
同
種
療
法
と
い
わ
れ
る
ホ
メ

オ
パ
シ
ー
、
針
、
灸
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
整

体
療
法
の
オ
ス
テ
オ
パ
シ
ー
、
そ
し
て
対
症

療
法
、
薬
物
療
法
の
ア
ロ
パ
シ
ー
と
い
わ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
な
か
で
、
い
ま
西
洋
医
療
と
し
て
も

っ
と
も
普
及
し
て
い
る
の
が
最
後
の
ア
ロ
パ

シ
ー
で
あ
る
。
他
の
療
法
は
な
ぜ
廃
れ
て
い

っ
た
の
か
。
あ
る
人
に
い
わ
せ
る
と
、
こ
の

ア
ロ
パ
シ
ー
が
も
っ
と
も
儲
か
る
か
ら
だ
と

い
う
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
に
し
て
も
、

一
理
あ
る
。

　

癌
に
し
て
も
、
い
ま
欧
米
で
は
次
第
に
少

な
く
な
っ
て
い
る
の
に
日
本
で
は
急
激
に
増

加
し
て
い
る
。
他
の
成
人
病
も
同
じ
で
あ
る
。

あ
た
か
も
医
学
の
発
達
と
反
比
例
す
る
よ
う

に
。
こ
の
ア
ロ
パ
シ
ー
以
外
の
療
法
が
積
極

的
に
試
さ
れ
て
い
て
い
る
欧
米
で
は
、
抗
が

ん
剤
治
療
に
し
て
も
い
ま
は
ほ
と
ん
ど
無
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
日
本
だ
け
が
旧

態
依
然
と
し
た
治
療
を
行
っ
て
い
る
の
は
な

ぜ
な
の
だ
ろ
う
。

　

飲
む
も
の
食
べ
る
も
の
、
着
る
も
の
寝
る

も
の
を
変
え
、
そ
し
て
笑
い
歌
い
、
そ
ろ
そ

ろ
生
き
方
、
考
え
方
を
変
え
る
時
期
に
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
他
の
四
つ
の
療
法
に

目
を
向
け
る
と
き
で
は
な
い
か
。
安
保
徹
氏

は
さ
ら
に 

「
腸
を
整
え
る
、
血
を
綺
麗
に
す

る
」
そ
し
て
「
温
め
る
」
こ
と
だ
と
「
免
疫

革
命
」で
い
っ
て
い
た
。　　
　
　
　
　
（
霖
）

これからの生活「セカンドライフ」に役立
つ、面白くて楽しい講義です。
対象は 55 歳以上の方。
令和2年10月13日（火）〜令和3年1月13日

（水）13時半〜15時、かるぽーと11階中央
公民館大講義室で。各コース全 7 回。定
員各コース55人。受講料1コース1,000円。

▶火曜日コース…まち歩きの楽しみや高齢
者を狙った詐欺被害についてのお話など。
▶水曜日コース…快眠のコツや映画のシー
ンを見ながら「怖さ」、「面白さ」について
のお話など。
▶金曜日コース…かるぽーと周辺の歴史の
風景や村上春樹の『1 Ｑ 84』についてなど。

往復はがきに住所・氏名（ふりがな）・年齢・
電話番号・性別・希望コース（曜日）を記入
し、9月18日（金）必着で郵送。希望者多数
の場合は抽選。定員に達しない場合は翌日
から電話で受け付けます。

【お申し込み・お問い合わせ】
〒781-9529　高知市九反田 2-1
高知市文化振興事業団　TEL088-883-5071

高知市立中央公民館事業
いきいきセカンド☆
　　　　　ライフ講座

　県下の生涯学習のパイオニアとして今年で創設44年目を迎える「高知市民
の大学」。今期も県内外から講師を迎え、皆さんと共に様々な問題を学びます。

火曜日 総合コース
「食の安全性」2020年10月6日〜2021年1月26日
金曜日 総合コース

「障がい児 ･ 者の生活を通して地域福祉のあり方を共に考える」
2020年10月2日〜2021年1月22日

各コースとも全15回　18：30〜20：00　かるぽーと11階中央公民館大講義室
※各回の講義テーマや講師については、高知市文化振興事業の HP や市内
文化施設等に設置の募集要項をご覧ください。

【お申し込み・お問い合わせ】
2020年9月1日（火）よりかるぽーと８階・高知市文化振興事業団で受け付け。
定　員：各コース50名（先着順）
受講料：1 コース2,800円、両コース一括4,800円
　　　　1 日だけの受講も可能　各回500円（要事前申し込み）
〒781-9529　高知市九反田 2-1
高知市文化振興事業団　TEL 088-883-5071

第88期高知市民の大学
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